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要旨：近年，橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレートの有用性が報告されている．当院で
も２００７年４月より，不安定型橈骨遠位端骨折に対して，Stryker 社；Matrix Smart Lock Polyaxial
Locking System（以下 Matrix）を使用してきた．今回，２００７年４月から，２００８年３月まで Matrix
を用いて手術した，３０例３０手について，術後X線学的検討を行った．術直後と最終診察時の volar
tilt（以下 VT），radial tilt（以下 RT），ulnar variance（以下 UV）を計測したところ，概ね保たれて


























最終調査時 X線の，volar tilt（以下 VT），ra-




図－２ RTの術直後と最終調査時 図－３ UVの術直後と最終調査時
ａ 受傷時 ｂ 受傷時
ｃ 術直後
VT１５，RT２０，UV－２

























































図－５ Screw が loosening を起こした６例の
VTの術直後と最終調査時
図－６ Screw が loosening を起こした６例のRTの
術直後と最終調査時













ａ 受傷時 ｂ 受傷時
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図－９a Matrix のロッキング機構 図－９b Matrix の角度
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